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タマミジンコ（Moina macrocopa Straus）の卵巣に
おける夏卵の発達および育房中での胚発生について







Growth and development of summer eggs of the
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に1細胞期の歴が出現する(図2 a)t　図2 a中の矢印は第1卵割面を示している。 4-8時間のグル





























脱皮直後の0 I 4、 4 - 8時間のグループのミジンコの卵巣内では成熟卵が育房中に産み出された
あと、前述の小型未成熟卵が同調的に発達を開始する(図3 a、 b矢印)。この時期卵巣の大きさにく
らべ、卵細胞の径は小さいので、卵細胞は卵巣内に散在するように見える。卵の平均直径は0-4時
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